
社会への恩返し

気仙医師会会長

新年明けましておめでとうごさいます。

大津波から3年が経とうとしています。瓦礫の山は片付いたものの、住まいも道路も堤防も、良い変化はあ

まり目立っていません。勿論政治も行政も懸命にやつているのでしょうが、なかなか追いつかないのが実態

でしょう。

一方、被災した先生方はそれぞれに仮設から本格的な診療所を再建しつつあり、喜ばしい限りです。先生

方の努力の賜物であるのは当然ですが、公的な補助金の存在も有難かったのは確かです。「医師は地域医療

を担っていくための半ば公的な存在である」という事を、為政者は考えかつ、主権者たる国民が認識した証

左であろうと思います。

我々は、その期待に応え恩返しをしなければなりません。それは専門知識を生かして政治や行政、社会に

コミットしてゆくことではないでしょうか? 結果としてそれが医療の受給者である地域住民の幸福に繋が

ります。

「既に救急医療や休日当番医、学校医、保健医、産業医、健診活動など十分に
コミットしているよ」とは

言いがたく、医療を取り巻く社会情勢は厳しさを増しています。少なくとも今後十数年、我が国は高齢者の

増加や医療の高度化、それに伴う医療費の増大は確実です。このため健康保険制度は危機に瀕しています。

これを解決するための方策として為政者はジェネリック薬品の採用くらいしか思い浮かばないのが現状で

す。専門職としてのわれわれは、病診・診診連携のみならず介護等他分野との連携を図ることで医療の効率

化が成し遂げられる事を知っています。

気仙広域環境未来都市構想の中で、医療等協議会があリー昨年より活動を続けています。

愈々今年は医療と介護を連携するシステムネットワークの実装を目指していますが、同時にヒュー
マンネッ

トヮークを確立することも重要です。

先日行った大船渡市長との懇談会でも予想外に参加人数が多かったのは喜ばしい事です。

ロタウイルス予防接種の公的助成の請願や在宅医療、禁煙活動などへの提言も続けています。

理事会の後の ICT勉強会にも有志の先生方が出席し夜10時過ぎまで活発な議論を行っています。未来都

市協議会の内部で連携コーディネーターの人選も進んでいます。いずれ先生方には診療の合間に
コーディネー

ターと話をする機会を作っていただきたく思っています。

百年の後にも続けられる医療連携の土壌をつくること、社会へのコミットメントを続け住民の安心を得る

のが医師会の重要な仕事だと考えています。ご協力をよろしくお願いします。

滝 田 Ψ
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